ある 年の 夏、 わたしが 房 州の 旅から 帰って、 形ば か 

みやげ もの 

りの 土産 物 をたず さえて 半 七 老人 を 訪問す ると、 若い 

ときから 避暑 旅行な ど をした - J と の 無 いという 老人 は、 

喜んで 海水浴場の 話な ど を 聴いた。 

の こぎ リ やま 

そのうちに、 わたしが 鋸 山へ 登って、 おびただし 

い 蛇に 出逢った 話 をす ると、 半 七 は 顔をしかめながら 

笑った。 

らかん 

「わたしの 識 つてい る 人で、 鋸 山の 羅漢 さまへ お参り 

に 行った の も ありまし たが、 蛇の 話 は 聴きません でし 



は 主人の 次 兵衛が 四十 一 歳、 女房のお 琴が 三十 七 歳、 

娘のお 袖が 十八 歳で、 隠居 夫婦 は 二十 年 前に 相 前後し 

て 世 を 去った。 

ひる 

もとより 近所の ことで あるから、 お 袖ら の 三人 は 午 

過ぎに 店 を 出た。 朝 は 晴れて いたが、 四ッ (午前 十 時) 

頃から ときどきに 薄く 曇つ て、 いくらか 涼しい 風が 吹 

じょうすい ぼリ 

いていた。 町 を 通りぬ けて 上水 堀に 沿って 行く あい 

だに も、 二つの 葬式に 出逢った。 いずれも コロリ に 取 

リ 憑かれた 人々 であろうと 推し量られて、 女た ち は 忌 

な 心 持に なった。 

日輪 寺へ 行き着いて、 うしろの 明 神 山へ 登る と、 きょ 



おろ 

ばかりでなく、 商売 物の 煙草 を 関ロ屋 から 元値で 卸し 

て 貰って いるので、 朝に 晚に 親しく 出入り をして いた。 

大吉と 年 造と は 壁 ひとえの 相 長屋で、 ひとり 者 同士 

の 仲よ く附き 合って いたので、 年 造が ゆうべから 病気 

力 力 

に 罹る と、 彼 は 商売 を 休んで 看病した 程で あるから、 

今夜の 通夜に は 勿論 詰め かけて いた。 残暑の 強い 時節 

といい、 閉め 込んで 置いて は 疫病の 邪気が 籠る という 

ので、 狭い 家内 は 残らず 明け 放して あった。 

その 夜の 五ッ半 (午後 九 時) 頃で ある。 露路 のなか 

に 犬の 吠える 声が きこえる ので、 大吉 は 家内から 伸び 

あがって 表を視 くと、 井戸の そばに 白い 影が 見えた。 



「やれ、 やれ」 と、 男 は 舌打ちした。 

葬式 はま だ 済まない というの を 聞いて、 男 は 急いで 

露路 のなかへ 龃け 込んだ。 彼 は 線香の 煙りの ただよう 

かどぐち 

門口から 声をかけた。 

「もし、 年 造 は 死んだ のかえ」 

「きのう 亡くなりました」 と、 入口に いた 大吉が 答え 

た。 「どうぞ こちらへ …… 」 

悔みに 来たと 思いの ほか、 男 はっかつ かと 内へ は 

いって、 六 畳の 隅に 横たえて ある 若い 大工の 死体 をな 

がめ た。 彼 は^々 しそうに 舌打ちした。 

「畜生、 運の いい 野郎 だ」 



て、 夫の 次 兵衛に 一 ^を 打ち明けた。 次 兵衛は 決して 

愚かな 人物で はなく、 商売の 道に も 相当に 長け ていて、 

関 ロ屋の 古い 暖簾 を 傷つけ ないだ けの 器量 を 具えて い 

たが、 彼 は 非常に 神仏 を 信仰した。 その 信仰が 嵩 じて 

一 種の 迷信 者 に似ていた。 お 琴が 明 神 山の 一 条を秘 し 

ていたの も、 迂濶に それ を 口外 すれば 夫 を おどろかす 

に 相違な い と 懸念した からであった。 

果たして 次兵衛 はお どろいた。 彼 は 涙 をう かべて 嘆 

息す るの ほかはなかった。 かむ ろ 蛇に 呪われた 娘の 

生命 は、 しょせん 救われぬ ものと 諦めて いるら しかつ 

た。 



だね」 と、 お 仙 は 云った。 

は や すずかぜ 

「まだ 流行って いますよ」 と、 善 八 は 答えた。 「涼風が 

立っても すぐに は 止みます めえ。 七月から 八月に かけ 

て 随分 殺され ましたね」 

「悪い 人の 殺される の は 仕方が ない が、 善 い 人 も 殺さ 

れ るから 困る よ」 

「わつ しらの 商売から 云う と、 悪い 人の 殺される の も 

困る。 折角 お尋ね者 を 追いつめて、 さあと いう 時に 相 

手が コロリ と 参って しまわれ ちゃ あ、 洒落に もなら ね 

え。 現に このあいだの 湯 島の 一件 ：•：. 。 ようやく 突き 

とめて 小石 川まで 出張って 行く と、 大工の 奴はコ ロリ。 



ている が、 お 由 は 仲働きで、 他の 二人 は 台所 働きで あ 

る。 その 晚は まだ 残暑が 強いので、 裏口の 空地に む 

かって 雨戸 を 少し 明けて、 四畳半の 女 部屋に 一 つの 

蚊帳 を 吊って、 三人が 床 をなら ベて 寝た。 いずれも 若 

い 同士で あるから、 正体 もな く 眠って いると、 夜な か 

になって お 由が 急に 騒ぎ 出した。 両側に 寝て いるお 千 

代と お 熊 もお どろいて 眼 を さます と、 お 由 は 小声で 「蛇 

…… 」 と 叫んだら しくき こえた ので、 二人 はいよ いよ 

驚いた。 

お 千代 もお 熊 も 夢中 で 蚊帳 を - J ろげ 出し て、 台所 か 

あんどん のた う 

ら行燈 をつ けて 来る と、 お 由 は 寝床の 上に 蜿 打って 苦 



ころで しょうが、 お 由の 方が 年上 だけに ませて いて、 

男好きの する 風でした」 

「関 ロ屋の 裏の 四 軒 長屋に は 誰と 誰が 巣 を 食って いる 

…：- J 

「コ ロリで 死んだ 大工の 年 造、 それから 煙草屋の 大吉、 

ざる 

そのほかに 仕立屋 職人の 甚蔵、 笊屋の 六兵衛 …… 。 甚 

にょう ぼ こ 

蔵と 六 兵 衛には 女房 子が あります」 

「大吉と いうの は 年 造の 隣り にいる 奴 だな。 そり や あ 

どんな 奴 だ」 

なま ちろ きゃしゃ 

「二十 三 四の、 色の 生つ 白い、 華奢な 奴です。 生まれ 

かみがた 

は 上方で、 以前 は 湯 島の 茶屋に いたと か 云う ことです 



関 ロ屋の 夫婦に は 大抵 その 病い の 原因が 想像され ない 

でも 無かった。 今度 は 自分の 番 であると 思えば、 女房 

も 生きた 心地 はなく、 これ も 食事が 進まない ように 

なって、 やがて は 半病人の 傲に なって しまった。 いか 

くち 

に 秘密 を 守っても、 何 かの 事が 口さがない 奉公人ら か 

ら 洩れ 伝わって、 かむ ろ 蛇のう わさが 近所 近辺に 拡 

がった。 コロリ も 恐ろしい が、 かむ ろ 蛇 も 恐ろしい。 

関 ロ屋の 一 家 は 今に みんな 執り 殺されて しまう であろ 

うな ど、 途方もない こと を 云い 触らす 者 もあった。 

その 最中に、 又もや その 長屋う ちに 一 つの 怪談が 伝 

えられた。 仕立屋 職人 甚 蔵の 女房が 夜の 四ッ (午後 十 



時) 近い 頃に、 近所の 湯屋から 帰って来 ると、 薄暗い 

露路 のなかで 一人の 男に 摺れ 違った。 それが 彼の 大工 

の 年 造の 姿に 相違ない ように 思われた ので、 彼女 は 

真つ 蒼に なって わが 家に 逃げ込んだ。 

「今 そこ を 年さん が 通 つた …… 」 

「ばか を 云え」 と、 亭主の 甚蔵は 叱った。 

コロリ で 死んだ 年 造 は 焼き場へ 送られて、 幾日 かの 

こつ あ 

後に 骨揚げ をして、 近所の 寺へ 納めて 来たので ある。 

それが ここら を 歩いて いる 害がない。 しかも 女房 は 確 

かに その 姿 を 見た と 云う ので ある。 それ を 聞いて、 隣 

りの 笊屋の 女房 も 顔色 を 変えた。 



「大 …… 年 …… 年 造 …… 」 

まだ 何 か 云いた そうで あつたが、 それぎ リで息 は 絶 

えた。 勿論、 早速に 訴え出て 検視 を 受けた が、 下手人 

ものと 

は 遺恨 か 暄嘩か 物 奪 りか、 すぐに は 判らなかった。 善 

八が それ を 聞き込ん だの は 明くる日の 朝で、 半 七 を 案 

内して 下 谷へ 乗り込ん だの は四ッ (午前 十 時) 頃で あつ 

た。 二人 は 自身番へ 寄って、 ひと 通りの 報告 を 聞いて、 

更に 家主の 案内で 次 右衛門の 煙草屋へ 踏み込んだ。 二 

まぐち 

間間 口の小さい 店で、 奥 は 六 畳と 二 畳の ふた 間、 二階 

は 四畳半の ひと 間で ある。 

女房に は 死なれ、 娘 は 奉公に 出て いるので、 次右衛 



しるべに、 高い 芒 を かき 分けて 行く と、 その 行く手 か 

らも 芒 をが さがさと 潜って 来る 者が ある。 たがいに 先 

が 見えない ので、 殆ど 出合いが しらに 眼と 眼が 向かい 

たもと 

合った とき、 善 八 は 俄かに 半 七の 抉 を ひいた。 

「大吉です よ」 

相手 も 不意の 出合いに 慌てたら しく、 身 を ひるがえ 

して 逃げよう とする の を、 善 八 はすぐ に 追い かける と、 

くわ まつこ-つ 

彼 は 持って いる 鍬 を ふり 上げて、 真 向へ 撃ち 込んで 来 

た。 善 八 は あやうく 身 を かわす と、 芒の 中から 又 一人、 

すき 

鋤 を 持って 撃って 来る 者が あった。 

「幾人 もい るぞ、 気をつけろ」 



右衛門 は 鼻で あしらって、 どうと も 勝手にし ろと 空う 

そぶ いている。 せめて 百両 くれろ と 掛け合つ たが、 そ 

れも肯 かない。 とうとう 十両で 追っ払われて しまった 

ので、 大吉 は 残念で ならない。 万 養 寺に 隠れて いる 年 

造と 相談して、 いわゆる 最後の 手段 を 取る ことにな り 

ました。 

尤も それまでに は、 年 造 も 下 谷へ こっそりと たずね 

て 行って、 大吉の ために 口 を 利いて やつたん です が、 

次 右衛門 はどうしても 承知し ない。 その上に、 湯 島の 

一件 を 薄々 気取って いるよう な 様子 も 見える ので、 い 

よいよ 助けて は 置かれな いという ことにな つたんで す _ 
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